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いじめの認知件数は，2017 年度に，41 万 4378 件と過去最多を更新しました。背景には，

いじめに対する認識が深まり，先⽣⽅が早期対応をされていることもあります。いじめの未然

防⽌には，先⽣⽅のポジティブ⾏動⽀援（PBIS/PBS）が重要なカギとなります。先⽣⽅のポジ

ティブ⾏動⽀援により，学級や学校がポジティブな環境になることで，いじめのようなネガテ

ィブな⾏動問題を減少させることができます。具体的にみていきましょう。 

児童⽣徒の問題⾏動等に関する調査研究協⼒者会議（1996）の「児童⽣徒のいじめ等に関す

るアンケート調査結果」によると，児童⽣徒のいじめの訴えを担任にすると，約半分は解決し，

約半分は未解決になっています。栗原（2013）は，アセス（学校適応感を測定するアンケート）

の分析結果から，いじめの解決には，「教師サポート」が重要であるとしています。そして，「教

師サポート」を高めることで，友⼈関係や向社会的スキルなどを通して，いじめを解決できる

としています。つまり，ポジティブ⾏動⽀援を⾏うことで，直接的に，「教師サポート」が高ま

ると同時に，学級や学校などがポジティブな環境となり，いじめの未然防⽌につながります。 

ポジティブ⾏動⽀援とは，いったいどのようなことをさすのでしょうか。私たちは，⾝近に

いるとどうしてもネガティブな⾏動に「注意」を向けがちです。授業中，⽴ち歩いている⼦ど

もと前を向いて座っている⼦どもがいたとします。そうすると，私たちは，⽴ち歩いている⼦

どもに「注意」を向け，何かしらの声かけをします。けれど，前を向いて座っている⼦どもに

対しては，「注意」を向け，声かけをすることはあまりないと思います。また，⽴ち歩いている

⼦どもも常に⽴ち歩いているわけではなく，前を向いて座っていることが必ずあると思います。

ここに，「注意」を向け，ポジティブな声かけを⾏います。「⽴ち歩く」という⾏動と「前を向

いて座る」ということは同時にできない⾏動ですので，相対的に「⽴ち歩く」という⾏動は減

少し，「前を向いて座る」⾏動が増加します。このように，ポジティブ⾏動⽀援は，『「ポジティ

ブ⾏動」にポジティブに（積極的に）「注意」を向ける』ということと，『「ポジティブ⾏動」が

あったときに，「ポジティブな声かけ」のようにポジティブに（肯定的に）⽀援する』というこ

との⼤きく二つの意味があります。 

そして，もう一つは，学級や学校をポジティブな環境にしていくことが求められます。平成

29 年版⼦供・若者⽩書では，学校に居場所がある（そう思う・どちらかといえばそう思う）と

答えた⼦どもは 49.2％にしか達していません。これを解決するためには，『具体的に何をする

ことが「ポジティブ⾏動」なのか』を事前に具体的に示していきます。学級目標や学校教育目

標などを参考に，何のためにするのかという「価値」や「期待」を，「⾏動レベル」にして，そ

れを視覚化していきます。こうすることで，具体的なポジティブ⾏動が⼦どもたちに理解しや

すくなり，その⾏動をとりやすくなります。 

これらを組み合わせて，学級や学校をポジティブな環境（居場所）にしていくことで，先⽣

⽅と⼦どもたち，友だち同士などのポジティブな関係ができ，いじめを未然に防⽌することに

つながっていきます。改めて，いじめの未然防⽌を考える際，いじめのない環境（学級や学校）

とは，どのような状態なのか，⾏動レベルで考えると，どのような⾏動があると，いじめのな

い環境なのかと視点をかえて考えることが⼤切になってきます。先⽣⽅の一つ一つの声かけが

ポジティブな環境（居場所）づくりを促進し，いじめの未然防⽌につながることを心より願っ

ています。 

巻頭のことば 
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理論や客観的指標に基づいた⽀援 

 

これまでも，⼈権教育における環境づくりでは，「ふわふわ⾔葉の⽊」や「よいこと⾒つけカード」，

また「⼈権弁論発表会」などが多くの学校で実践され，児童⽣徒の⾃尊感情を⾼めるなどの効果を上

げてきました。教師は，これらの取組が，経験に基づいて，効果があることを実感し，実践してきま

した。ただし，それがどのような理論や客観的指標（エビデンス）に基づいて効果があるのかという

ことについて，根拠を求めることはそれほどなかったように思われます。 

そこで，これらの実践の背景となる様々な理論を学級経営に活⽤し，ポジティブな⾏動⽀援を充実

させることで，いじめの未然防止に取り組みます。効果がある活動の⼟台（理論や客観的指標）が分

かれば，より効果的な方法に⾼めるとともに，活動のバリエーションも増やすことができます。 

本研究では，その⼟台を⾏動の理論である「応⽤⾏動分析」に求め，ポジティブ⾏動⽀援（ＰＢＩ

Ｓ）や解決志向アプローチという具体的な⼿法によって，児童⽣徒の適切な⾏動を増やし，それによ

って，いじめという問題⾏動を未然に防止しよう，いじめからできるだけ遠ざかろうと考えました。

「問題対処型指導」とともに「積極的・開発的指導」を！ 

 

近年，いじめをはじめとする問題⾏動に対する児童⽣徒への指導の在り方においても，従来の問題

⾏動に着目する対処型の指導とともに，適切な⾏動に着目する積極的・開発的指導を推進することに

よって，児童⽣徒の⼈間関係の質を⾼め，問題⾏動の未然防止を図ることの重要性が強調されていま

す。平成 29 年度，倉敷市⽴東陽中学校の「⽣徒指導研究発表会」で発表された⼼理教育「サクセス

フル・セルフ」もいじめ予防を目的とした積極的・開発的⽣徒指導の一つであり，倉敷市教育委員会

も推進しています。 

いじめ問題への対策の推進（国・県・市・学校） 

 

学校において喫緊の課題となっているいじめ問題への対策として，平成 25 年に「いじめ防止対策

推進法」が施⾏されました。また，国において「いじめの防止等のための基本的な方針」が策定され，

学校にも「いじめ防止基本方針」の策定が義務づけられました。 

平成 29 年３⽉には，その国の基本方針が改定され，「いじめの重⼤事態の調査に関するガイドラ

イン」も策定されました。岡山県においても，平成 26 年策定の「岡山県いじめ問題対策基本方針」

が平成 30 年１⽉に改定され，倉敷市でも同様に，平成 26 年策定の「倉敷市いじめ問題対策基本方

針」が平成 31 年３⽉に改定されました。このように，いじめ問題への対策は，より一層の充実が求

められており，「いじめの未然防止」は学校が果たすべき責務として重視されています。 

はじめに
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 人権教育の目標「⾃分の⼤切さとともに他の人の⼤切さを認めること」 

多様性の尊重 当事者性の認識 自尊感情の育成

 

 

ポジティブ

な⾏動⽀援

とのつなが

り 

 よいところ，できてい

るところに着目すること

で，違いもよいことと捉

えることができます。

様々な違いを認め合うよ

うになれば，多様性を尊

重する心情は高まりま

す。 

 自分のよさを⾒つけて

もらうことで，友達のよ

さも⾒つけるようになり

ます。様々な人権課題か

ら，自分の成⻑に⽣かす

ことができるよさを⾒つ

ける姿勢が，当事者性の

認識を高めることにつな

がります。

 自分のよさを認めても

らうことで，自尊感情が

育ちます。自分一人が大

切と思う気持ちではな

く，他の人も大切と思い，

他の人への感謝の気持ち

が⽣まれたときに，自尊

感情はさらに高まりま

す。 

段階に応じた指導・⽀援 

指導・支援は，各段階に応じて適切に⾏われる必要があります。 

「いじめ確認期」には，いじめの実態を把握し，加害・被害を明らかにし，児童⽣徒ばかり

でなく保護者にも説明し，解決に向けて指導することが求められます。この段階では，発⽣し

たいじめ問題を解決するために，問題対処型の指導が効果を発揮すると考えられます。ポジテ

ィブな⾏動支援は，すべての時期で有効なオールマイティーな支援ではなく，「事後指導・解決

期」から「平穏期」，「平穏期」，そして「下降期」から「平穏期」における支援，つまり，いじ

めが発⽣していない段階で特に有効であると考えます。ポジティブな⾏動支援を有効に活用し

て，児童⽣徒の望ましい人間関係を構築し，「いじめの未然防止」に努めることが大切です。 

人権教育とポジティブな⾏動支援

いじめに関しては，いくつかの段階があると

考えます。まずは，いじめの起きにくい安定し

た「平穏期」，次にいじめにつながる兆候がみら

れる「下降期」，そしていじめが認められる「い

じめ確認期」，さらにその後のいじめの解消を図

る「事後指導・解決期」と捉えることができま

す。 

いじめに関する段階 

人権教育の目標は，「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」であると「人権教

育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕」（H20 ⽂部科学省）に述べています。

さらに，それが具体的な態度や⾏動に現れるように指導することが求められています。ポジティ

ブな⾏動支援は，適切な⾏動を具体的に取り上げ増やす実践であることから，人権教育の目標を

実現するための具体的な方法を提供してくれると考えています。下の表は，人権教育の目標とポ

ジティブな⾏動支援との関連を三つの視点でまとめたものです。 
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 児童⽣徒⼀⼈ひとりのすべての⾏動のうち，不適切

な⾏動以外は，すべて適切な⾏動と捉えます。目指す

ところは，もちろん適切な⾏動の割合を大きくするこ

とです。 

この適切な⾏動の割合を増やすためには，不適切な

⾏動に着目し，それをなくしていくという指導から，

児童⽣徒のできているところや適切な⾏動に着目し，

それを増やすことで，不適切な⾏動を減らすという考

え方への転換が必要です。適切な⾏動と不適切な⾏動

を同時に⾏うことはできませんから，どちらかが増え

れば，どちらかは減ることになります。これが，ポジ

ティブな⾏動⽀援の⼟台となります。 

(2)  ⾏動は，環境との相互作⽤で変化する  ⾏動を単独で捉えるのではなく，その前後も含めて⾏動を

捉えます。⾏動の前には，⾏動を引き出す「先⾏事象」があ

ります。⾏動が繰り返されるのであれば，⾏動の後には，⾏

動が繰り返されやすくなる出来事である「結果」が存在しま

す。「先⾏事象」と「結果」は⾏動を変化させる環境であり，

「⾏動は，環境との相互作⽤で変化する」と捉えます。

もし，適切な⾏動が⾏われていても，それに何の刺激もされなければ，その⾏動は消去（なくな

っていくこと）されます。そこで，⾏動前の「先⾏事象」と，⾏動後の「結果」を工夫することで，

適切な⾏動を増やしていきます。 

ＰＢＩＳ（Positive Behavioral Interventions and Supports）は，ポジティブな指導・⽀援によ

り適切な⾏動ができる環境をつくり，適切な⾏動を増やす積極的・開発的な⽣徒指導の⼀つです。

基本的な考え方（ポジティブ⾏動⽀援：ＰＢＩＳ/ＰＢＳ） 

(1)  適切な⾏動を増やすことで不適切な⾏動を減らす

(3) データの活⽤で実践を確かなものに  児童⽣徒の適切な⾏動が増えているか，⽀援が効果的かどうかを経験（経験的指標）と感覚（主

観的指標）で捉えるのではなく，定期的に客観的指標（データ）を基に検証することで，より的確

な⽀援ができます。データには，量的データ（数や量としてカウントできるもの）と質的データ（感

想やメッセージ等）があります。これらを有効に活⽤し，「⾒える化」することで教師にとっても児

童⽣徒にとっても，活動のモチベーションの維持・向上につながります。 
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                      問題志向 解決志向 

 

 

アプローチの 

方法 

不適切な⾏動（問題点，できていない点）

に着目

適切な⾏動（うまくいっているところ，

できている点）に着目 

問題の原因を探る（過去志向） 望む解決の状態を具体化する（未来志向）

問題への対策を考えて指導 うまくいっていることを積み重ねる指導

失敗の責任追及 

（どうしてできないのか？）

成功の責任追及 

（どうしてできるのか？） 

 

効果 

減点法 → 自損感情を高める 加点法 → 自尊感情を高める

保護者の反発を買うこともある 保護者の協⼒が得やすい 

指導が難しい場合もあり副作用がある 誰もが指導できて副作用が少ない    

解決志向アプローチは，うまくいっているところ・できていることに焦点を当て，そこを広げて

いき，良循環をつくることで，自分が望む解決の状態に導く方法です。

基本的な考え方（解決志向アプローチ） 

(2)  アプローチの方法と効果  「問題志向」の考え方は，不適切な⾏動（問題）は何かを⾒つけ，原因を探り，そこからその問

題への治療法や対策・指導を実施する（問題を取り除く）ものです。この「問題志向」での指導は，

学校現場でも深刻ないじめなど説明責任を果たす対応として必要なアプローチです。 

それに対して，解決志向アプローチは，適切な⾏動（うまくいっているところ）は何かを⾒つけ

ます。次に，解決像（望む解決の状態や未来の姿）がどのようなものであるかを具体化します。そ

して，その望む解決の状態に向けて具体的な目標を設定し，うまくいっていることや役に⽴ってい

ることを積み重ねていくことで，自分が望む解決の状態を新たにつくっていきます。 

「問題志向」の指導は，指導⼒に不安のある教師には難しい場合があったり，保護者の反発を買

ったりといった副作用も考えられますが，解決志向アプローチは，誰もができること，そして，副

作用が少ないというのが何よりも使いやすいところです。この解決志向アプローチは，児童生徒の

自尊感情を高め，適切な⾏動を増やし，様々な⼈間関係づくりを促進する考え方であると言えます。

(1)  グランド・ルール 

(3) 解決への「リソース（資質）」は，誰もがもっている  誰もが，解決像に迫るための基となる「持ち味」とも言えるリソースをもっています。このリソ

ースに自分自身が気付き，適切な⾏動を繰り返しながら，成功体験を積み重ね，自ら望む姿に向か

っていくように支援していきます。 

○ うまくいっているなら，変えようとするな  →良循環を増幅 

○ ⼀度でもうまくいったなら，またそれをせよ →例外に着目 

○ うまくいかないなら，何か違うことをせよ  →悪循環を断つ 
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ポジティブな⾏動⽀援の具体例

（１） 「学級開き」において

学級開きでの担任あいさつ 
適切な⾏動を教師も児童⽣徒も共に⾒つけ，

増やしていこうと呼び掛ける。 

※ 進級メッセージ⿊板にも反映できる。 
① 皆さんは，⼀⼈ひとりがすばらしい⼒と可能性をもっていると

思います。 
② そのすばらしさについて，自分自身が気付いているすばらしさ

もあるし，気付いていないすばらしさもあります。 

③ 先⽣は，今年⼀年間，皆さんのすばらしさについて，⼀つ⼀つ
⾒つけていき，⾒つけたすばらしさは，皆さんに伝えていきます。

④ 皆さんも，クラスのみんなのすばらしいところを互いに⾒つけ
合い，互いの⼒や可能性を最⼤限，伸ばすことができる学級にし
ましょう。 

学年（学級）通信 
第１号で「適切な⾏動を⾒つけ，増やしてい

くこと」を保護者に伝える。（次号から実際に

あった児童⽣徒の適切な⾏動を掲載していく。）

※ 通信のタイトルにも反映できる。 
⼦どもたちは，⼀⼈ひとりがすばらしい⼒と可能性をもっていると

思います。そのすばらしさについて，自分自身が気付いているすばら
しさもあるし，気付いていないすばらしさもあります。今年⼀年間，
⼦どもたちのすばらしさについて，⼀つ⼀つ⾒つけていき，⾒つけた
すばらしさを⼦どもたちや保護者の皆さんに伝えていきます。⼦ども
たちと共にクラスのみんなのすばらしいところを互いに⾒つけ合い，
互いの⼒や可能性を最⼤限，伸ばすことができる学級にします。 

学級目標例 

・ みんなのすばらしさが発揮できるクラス

・ 安全で安心できるすてきなクラス 

・ みんながここに居ていいと思えるクラス

・ パワー全開で活気あるクラス 

・ ⼀⼈ひとりのよさを伸ばすクラス 

・ すてきなところを⾒つけるクラス

学級目標づくり 
児童⽣徒の⼀⼈ひとりの「こんな学級にした

い」という思いを基に，⼀緒に目標を作る。

【P.12】 

年度始めの児童⽣徒は，い

つも以上にやる気に満ちてい

ます。ボランティアをしてく

れた児童⽣徒をしっかりとほ

めることで児童⽣徒とつなが

っていきます。 

なんでもボランティア 
教師は「○○をしなさい。」と指示するので

はなく，「○○してくれる⼈はいませんか。」

と投げ掛けてボランティアを募り，作業を手伝

ってもらう。 
① 事前に学級通信等で，保護者に「家庭訪

問で，お⼦様のよいところを三つ教えてく

ださい。」という宿題を出しておく。 

② 保護者から聞いた児童⽣徒のよいところ

は，よいタイミングで⼦どもに伝える。 

③ 次回保護者と話をするときに，そのよさ

が伸びたところを話題にする。 

よいこと家庭訪問 
家庭訪問において，保護者に児童⽣徒のよい

ところを教えてもらい，共有することで，その

よさを伸ばしていく。

自己紹介カード 
自分の好きなこと，得意なことや頑張ってい

ること，宝物などを用紙に書いて掲示する。 
ここに書かれたものは，自分

に役⽴つリソース（資源）であ

り，持ち味・強みです。 

 掲示して終わりではなくこの

カードを活用すれば，様々なよ

さを伸ばす取組ができます。 

 

学級経営においては，できるだけ早い時期から，

学級担任が方針を示すとともに，取組をスタート

させることがポイントです。ポジティブな⾔葉や

笑顔が学級の雰囲気を良好にします。 
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価値項目 授業中 休み時間 給食時間 掃除時間 

⾃分を⼤切にする 

・ あきらめずチャレ

ンジする。 

・ ていねいに字を書

く。

・ 授業の準備を整え

る。 

・ 廊下を歩く。 

・ 残さず食べる。 

・ 姿勢よく座って食  

べる。 

・ 黙って掃除する。

・ 道具を⼤切に使 

う。 

友達を⼤切にする 

・ 話す人の方を向い

て聞く。 

・ 教え合う。 

・ いろいろな友達と

遊ぶ。 

・ 困っている人を助

ける。

・ 助け合って準備，

片付けをする。 

・ 適度な声の⼤きさ

で話す。

・ 協⼒して掃除をす

る。 

・ 下級生にやさしく

教える。

あいさつを⼤切に

する 

・ 「はい」という返

事をする。 

・ 「です」「ます」

を使う。 

・ 「ありがとう」で

感謝を表す。 

・ お客さんに会釈を

する。

・ 「いただきます」

「ごちそうさまで

した」で感謝を表

す。

・ はじめと終わりの

あいさつを⼤きな

声でする。 

具体的な指示 
抽象的な指示では，どのような⾏動をすれば

よいのか分からないこともある。具体的な⾏動

を分かりやすく伝える。 適切な⾏動を学ぶ 
児童生徒が，どのような⾏動がよいのかを，

ロールプレイ等を通して具体的に学ぶ。（ソー

シャルスキルトレーニング・アサーショントレ

ーニング・サクセスフルセルフ等）【P.19】 (３) 適切な⾏動を引き出す環境づくり

学習の進め方（例） 

① ある場面における，適切な⾏動を考える。

② 考えた適切な⾏動で，役割演技（ロール

プレイ）をする。 

③ 適切な⾏動を全員で確認する。 

⇒ 日常生活に生かす。 

⾒通しを示す 
「①〜，②〜，③〜」というように，順にど

んなことをするのかを示す。同時に，写真等も

活用するとわかりやすく示すことができる。 ⾏動チャートづくり 
適切な⾏動を価値項目ごとに整理して，⾏動

チャートを作成する。【P.18】   
① 適切な⾏動を考える。 
② 学級で⼤切にしたい価値を決める。 
 ※ 校訓，学校（学年，学級）目標から価値項

目を挙げることもできる。 
③ ⾏動チャートを作る。 
 ※ 付箋などを活用し，班で話し合いながら完

成させると，⾏動チャートへの責任感が⾼ま
る。 

 ※ 「〜しない」ではなく「〜する／〜しよう」
という表現にする。 

④ 定期的に振り返り，作り替える。 

【⾏動チャート（例）】 

ポジティブな⾏動⽀援の具体例

「ちゃんと整列しましょう。」「きれいに並びま

しょう。」という指示でもそのとおりに⾏動できる

ことはありますが，これだけでは，どのように並ん

だ方がよいのかが伝わらないことがあります。「前

の人の頭が真正面に⾒えるように」「前ならえがで

きるくらい間を空けて」等の具体的な指示であると

伝わりやすいです。 

⾒通しをもつことで，安⼼

感をもって⾏動できます。説

明するだけでなく，可視化す

ることでより分かりやすくな

ります。⼀度に複数の⾏動を

示さず，⼀つずつ⾏動を提示

するようにします。 

ポジティブな環境づくりは，児童生徒

のポジティブな⾏動を引き出すと同時に

児童生徒をほめる布石でもあります。 
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ポジティブカード 

児童生徒同士で，友達のすてきな⾏動をカー

ドに書いて渡し，認め合う。【P.16】 

ハッピーポスト 
箱（ポスト）を設置し，児童生徒が，友達に

してもらってうれしかったことや，友達のすて

きな⾏動を紙に書いて⼊れる。 
⼊れられたものは，朝の会

や帰りの会で学級全体に紹介

したり，掲示したり，学級通

信等で保護者に伝えたりする

ことで，みんなに認められ，

またすてきな⾏動をしようと

いう意欲を高めます。 

成功の責任追及 
うまくできたことがあれば，「どのようにし

たら，こんなことができるの？」と理由を尋ね

追及していくことで，うまくできた⾏動を本⼈

に帰して，自尊感情を高めます。 

うまくできたことを追及することは，間接

的にほめることになっています。 

「どのように育てたら，こんなよいことが

できる子どもになるのですか。」と保護者に

対して成功の責任追及をすることで，保護者

の自尊感情を高めることもできます。

ご褒美（トークン）という目標

すてきな⾏動を書いたカードなどが目標数に

達したら，児童生徒は，ご褒美（トークン）が

もらえる。

(４) 適切な⾏動の強化 

 

ほめる，認める⾔葉掛け 
適切な⾏動をそのままにするのではなく，ほ

めたり，認めたりする。 

場合にもよりますが，適切な⾏動後すぐ

タイムリーにほめることが効果的です。発

達段階や個⼈によって受け止め方が違うの

で，その児童生徒に合ったほめ方を考えま

す。ほめることと同じく認めることも⼤切

です。ほめる，認める⾔葉掛けの際は，笑

顔が基本です。 

Good Behavior チケット 
児童生徒の適切な⾏動をチケットに書いて渡

し，渡された児童生徒はそのチケットを保護者

に渡す。（GB チケットとも⾔う）【P.20】 

ポジティブなメッ

セージを保護者に届

けることで，児童生

徒との関係ばかりで

なく，保護者との関

係もよくなります。

児童生徒の個⼈ノート（ポートフォリオ）

等に，渡されたカードを貯めていくことで，

自分のよさに気付き、自尊感情を高めるこ

とができます。学校⾏事のときに実施する

こともできますが，⽇常的に継続して⾏う

ことで効果が高まります。 

 

ポジティブな⾏動⽀援の具体例

ご褒美（トークン）を取り

⼊れることで，すてきな⾏動

を増やそうとするモチベーシ

ョンが高まります。 

ご褒美（トークン）として

は，お楽しみ会等，ポジティ

ブな活動が考えられます。 

適切な⾏動も強化しなければ，なくなっていき

ます。強化の仕掛けを用意し，強化し続けること

で適切な⾏動は繰り返され，増えていきます。 
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生徒指導の諸課題に関する調査 

暴⼒⾏為，器物損壊，いじめ，⻑期⽋席等の

件数の推移を調べる。 

⽋席者及び保健室利⽤者数 
⽋席者や保健室を利⽤した児童生徒の数の経

過を調べる。  
学級に居場所があり，居心

地のよい学級では，⽋席者や

保健室利⽤者が減る傾向にあ

ります。教師は大まかな把握

はできていますが，データで

捉えることで，確かなものに

なるはずです。

振り返り数値化グラフ 
めあてにする適切な⾏動を決め，帰りの会で

振り返り，できた人数や回数をグラフに表して

いく。【P.15】 

できた人数ではなく，一人ひとりが自分の

点数をつけて，その平均点を学級全体のグラ

フにすることもできます。グラフに，教師の

コメントを加えることで，児童生徒の意欲を

高めることもできます。 

 

学校評価アンケート 

年度末に⾏っている学校評価アンケート（児

童生徒対象）を定期的に⾏うようにする。 

(５) データの活用 

アセス 
学校環境適応感尺度「アセス」は，六つの側

面から学校適応感を捉える。 

① 生活満足感…総合的な適応感 

② 教師サポート…教師からの支援 

③ 友人サポート…友達からの支援 

④ 向社会的スキル…友達関係をつくるスキル

⑤ 非侵害的関係…拒否的・否定的でない友達関係

⑥ 学習的適応…学習良好と感じている程度 

※ いじめの未然防止には⑤との相関が高い。

すてきな⾏動の可視化 
すてきな⾏動を書いたカード等を掲示してい

き，増えるところを可視化する。【P.11】 

児童生徒同士で，ねらう価値に合わせた

適切な⾏動を⾒つけ合い，カードに書いて

貼っていきます。カードが増える（量的デ

ータ）ことで，自分たちの頑張りが⾒えて

意欲が高まるとともに，適切な⾏動がどの

ような⾏動か分かり（質的データ），児童

生徒に広がっていきます。 

この調査は，すべての小・中

学校で実施されています。月ご

との数値の推移を表やグラフ

に表すと変化が把握できます。

すでに⾏っているデータを活

⽤することで，負担なく調べる

ことができます。 

ポジティブな⾏動支援の具体例

学校評価アンケートは，「生

徒指導の諸課題に関する調査」

同様，すでに実施しているもの

です。今ある調査の回数を増や

すことで無理なく取り組むこと

ができます。 

いつ，どこで，何が，何回起きているかをカウン

トすることは，量的データになります。カードに書

いた児童生徒のコメント・感想は，質的データにな

ります。両方を組み合わせて，有効に活⽤します。
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・ 教師のポジティブな⾔葉掛け 

・ ポジティブ⿊板メッセージ 

・ クラスマスコットの呼び掛け 

★きらきらレインボー 

 

 

 

 

・ 一緒に勉強できて，楽しかったよ。 

・ 友達になれて，うれしいよ。 

⇒自分がよかったことを中心に。 

 

 

 

 

・ いつも姿勢がいいね。 

・ 苦手なものも頑張って食べていたね。 

  ⇒友達のよい⾏動に 

着目するように。 

 
 

よい⾏動を意識する。 

自分のよさに気付く。 

 

 

 

★学級活動（10 月） 
 ぼく・わたしのすてきみつけ〜ぱわーあっぷ大さくせん〜 

 

 

 

○ 友達や先生からメッセージをもらい，読む。 

○ 自分のよさを生かしたマスコット作りをする。 

 ・ 挨拶をもっと頑張りたいな。 

 ・ そうじを静かに頑張るよ。 

           ↓ 

○ 出来たマスコットを基に，友達と交流をする。 

 ・ すてきなマスコットだね。 

 

 

自分のよさをもっとよくしたいという「ポジティブ
な⾏動」を繰り返すための意欲付けに。 

◎関連学習 

 

 

 

 

 

・ 自分や友達のよさに着目 

（★きらきらレインボー） 

 

 

 

 

・ 今の自分のよさを生かしたマスコ

ット作り 

 

 

 

・ 「マスコットを生活に生かすこと

ができているか」の振り返り 

 

◎環境づくり 

学級活動（５月） 

「すてき」「やさしい」「がんばって 

いる」をみつけよう。 

自分や友達のよさを実感し，互いに認

めることができるようにする。自分に自

信をもち，ポジティブな⾏動を増やし，

学校生活をよりよいものにすることの

できる児童の育成を目指す。 

倉敷市⽴万寿小学校 第１学年 目指す児童の姿 

学級活動 （11 月） 

じぶんのすてきをふりかえろう。 

研究構想 

成果と課題 

自分や友達のよさを実感して，ポジティブな⾏動へ 

 学年当初から，教師はポジティブな⾔葉掛けを意識的に⾏ってきた。教師も児童も，今できている

⾏動に着目することで，受容する雰囲気の素地が育ってきた。特に「きらきらレインボー」では，自

分が友達についてどう思ったかを素直に表現し，伝える手段として効果的であったと思う。友達から

のメッセージが励みとなり，ポジティブな⾏動が循環してきている。今後，ポジティブな⾏動⽀援を

低学年から⾼学年まで系統⽴てて取り組むことで，一層の効果が期待できると感じた。 

ぼく・わたしのすてきを ぱわーあっぷさせよう。 

★学級活動（10 月） 

ぼく・わたしのすてきをぱわーあっ

ぷさせよう。 

「ポジティブな⾏動」 

を促す 

【きらきらレインボー掲示】 
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友達のよいところに気付く心をもち，

友達が頑張ったことやできるようにな

ったことを一緒に喜んだり，クラスのた

めに⾃主的に⾏動したりすることがで

きる児童に育てていきたい。 

○ 学年目標 

「やる時はやる  

感謝の心で笑顔いっぱい」 

 

○ 目標を達成する方法の話合い 

→⾏動チャートの作成 

         

○ 振り返りの⾒える化 

 

倉敷市⽴赤崎小学校 第４学年 目指す児童の姿 

研究構想 

成果と課題 

「ありがとう」で心もクラスも笑顔いっぱい 

 ポジティブな⾏動⽀援を意識的に⾏うことで，⾃然に友達のよい⾏動に着目するようになり，教

師に伝えにくる場面も増えていった。１学期に比べ，友達間のトラブルも格段に減らすことができ，

児童⾃身もクラスの雰囲気がよくなっていることを実感することができている。よい⾏動を増やし

ていくには，⾏動チャートなどを⽤いながらめあてを考え，一つ一つの取組の目的意識を明確にし

て⾏っていくことが⼤切だと思った。 

 

 

 感謝をしたりされたりすることの気持ちよさを実感す

るために，次のような取組を⾏った。 

 

  

 クラス全員が円になり，隣に座っている友達の普段の様

子を思い出しながら「ありがとう」の気持ちを伝えてバト

ンを回していく。誰が隣になっても「ありがとう」が言え

るように，友達のよいところを⾒つけながら⽣活すること

ができた。 

 

  

 友達への感謝の気持ちを 

手紙に書いて，掲示をした。 

⾃分が直接何かをしてもらっ 

た時にはピンクの花，友達がクラスのために進んで⾏動し

ているのを⾒つけた時には紫の花を使うなど，分けて書く

ようにした。 

 

  

 ⾃分が「ありがとう」と言ったらシール 

を貼っていく。グループ対抗にすることで， 

いつも以上に感謝の言葉を意識して使う 

ことができるようにした。 

 

 

 ⼭の学習では，「規律・友情・奉仕」に「感謝」をめあ

てに加えて活動した。 

                事後の学級活動では， 

この４観点について， 

スケーリングを活⽤し 

ながら，振り返った。 

これからの学校⽣活 

に⼭の学習の経験が⽣ 

かせるように，⾃分の 

⾏動チャートを作った。 

① 教師が児童のよいところに着目 

◇「にこにこレター」 

 ◇「笑顔の花」    

② 児童が友達のよいところに着目

◇「ありがとうみつけ」 

 ◇「ありがとうの花」 

 ◇「ありがとうバンク」 

感謝の心で︕ 
〜クラスをありがとうで

いっぱいにしよう〜 

ありがとうみつけ 

ありがとうの花 

ありがとうバンク  もっと「ありが

とう」を増やし

たい︕という 

ことで・・・。 

感謝の心で︕
〜クラスをありがとうでいっぱいにしよう〜 

規律・友情・奉仕・感謝（⼭の学習） 

【これからの私の⾏動チャート】 
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① 目指す姿，すべき⾏動の可視化 

「⾏動チャート」 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

。 

 

 

 

 

 

 
② 賞揚すべき姿の可視化 

 「グラフ」「写真」 
  

 

互いのよさや違いを認め合い，尊重し

合える温かい雰囲気の学級で，児童の自

⼰肯定感や所属意識が⾼まり，だれもが

安心して過ごすことができる。 

目指す児童の姿 

研究構想 

成果と課題 

すてきな⾏動の可視化〜みんなで作って，みんなで確認〜  

 学級開きをしたころは，友達のよくない⾏動の報告が多く，マイナス面に着目する傾向があったが，

次第に友達のよいところを探したり，認めたりする様⼦が⾒られるようになった。これは，目指すべ

き姿やすべき⾏動をみんなで決めて明確にしたこと（可視化①），そして，そのような⾏動を賞揚し

続けたこと（可視化②）の成果だと思われる。これらの⾏動支援は，自⼰肯定感や学級への所属意識

の⾼まりにも効果があったと感じられた。今後は，個々に応じた⾏動支援をより重視していきたい。 

☆温かい学級  ☆互いの尊重 
☆自⼰肯定感・所属意識の⾼まり 

環境づくり 

 ○ すてきな⾏動の可視化 

 ○ 活動チャートの作成，反省 

活動 

○ 学級目標・学級マーク作り 

○ ハッピータイム（帰りの会） 

・ 「よいとこ⾒つけ」 

○ ブリーフセラピー（学級活動） 

・ 友達のよさを伝え合う活動 

・ 自分のよさに気付き認め合う活動 

○ ⾏事（運動会，山の学習など） 

・ ⾏事のすてきな⾏動を確認（事前） 

・ スケーリングでの振り返り（事後） 
教師の支援 

○ 教師の話・声掛け 

 ○ ハッピースターメッセージ 

 ○ ハッピースターカード  
昨日より上がったぞ︕ 
明日もがんばろう︕ 

ぼくもまね
しよう︕ 

倉敷市⽴船穂小学校 第４学年 

○ 増やしたいすてきな⾏動を出し合う。 

○ 学級で⼤切にしたい価値を決める。 

○ 各⽣活場面での価値に関する⾏動を考える。 
⼀⼈ひとりの思いがこもった「⾏動チャート」完成 

その日や週に，特に⼒を⼊れる価値を決めて⽣活 

チャートを意識
した⾏動 

⼿本となる⾏動 
⇒写真撮影して

紹介 
⇒コメントを付

けて掲示 

個と学級で 
振り返り 

がんばり 
グラフ掲示 

○○さんは，
こんないい
ところがあ
るんだ︕ 

こんな⾏動
をすれば 

いいんだな。 

13



・ ⾏動チャート 

・ エンジェルハート 

・ クラスの楽しさスケーリング 

・ 客観データを活用した振り返り 

（あいさつ，宿題，整列） 

【日々の活動】 

・ クラスミッション 

（⾏動チャート） 

・ GB チケット 

・ 今日のキラリ 

・ ありがとうリレー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ５年に組⾏動チャートを作ろう 

・ ○○虫をやっつけよう（外在化） 

・ GB チケットの交流 

・ ぼく・わたしの⾏動宣⾔ 

・ 私は⾒ていた!あなたのキラリ 

（運動会バージョン） 

・ ５年に組をもっと楽しいクラスに

しよう 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安心して楽しく生活することができ

る学級にしていき，自己肯定感を高め，

自分に自信をもって⾏動することがで

きる児童を育成したい。 

目指す児童の姿 

研究構想 

成果と課題 

スケーリングとエンジェルハートで楽しい学級づくり 

 エンジェルハートの実践を繰り返すことで，友達の輪の広がりや男⼥間での交流の深まりが⾒られ

るようになった。また，休み時間に一人で過ごしていた友達にも気軽に関わることができる児童が増

え，児童の学校生活に対する満足感も高まってきている。全体の取組を通して，児童が学校生活全般

に前向きに取り組むことができるようになった。児童の振り返りやアセス（学校環境適応感尺度）の

結果からも自己肯定感の高まりや学級生活への満足感，安心感が読み取れるようになった。 

① 環境づくり 

② 学級活動 

学級活動「５年に組をもっと楽しいクラスにしよう」 

今のクラスの楽しさを 1

〜10 点で表そう。 

どんな楽しいことがある

からその点数になったのだ

ろう。 

・ 仲のよい友達がいる。 

・ クラスのいろんな人と 

関われている。 

どんなことが起こるとさら

に１点アップするだろう。 

エンジェルハート 

・ 男⼥関係なく関われる

ようになるといいな。 

・ クラスのみんなでたく

さん遊びたいな。 

くじびきをして自分の

対象者「デスティニー（運

命の人）」を決めておき，

その人に向けて自分が「エ

ンジェル（天使）」となっ

て，よい⾏いをたくさんす

るという活動。 

「デスティニー」役の友

達に気付かれないようカ

モフラージュで他の友達

にも同じようによい⾏い

をすることで，クラス全体

によい⾏いや温かい声掛

けが増えていくことが期

待される。一週間で「エン

ジェル」が誰であったかを

発表して互いに交流して

振り返りを⾏う。 

⾏動宣⾔をもとに一週間実践し，再度楽しさスケーリ

ングを⾏う。結果を知り，自分たちの実践を振り返る。 

自分の「デスティニー」の楽しさスケーリングが１

点アップするために，自分が「エンジェル」役として

どんなことができるかな。 
・ 日頃あまり話さないけれど，友達と一緒に積極的

に声を掛けにいってみよう。 

・ クラスのみんなと遊びたいようだから，たくさん

の友達を誘って一緒に外で遊んでみよう。 

▲GB チケット  

倉敷市⽴第二福田小学校 第５学年 

▲⾏動チャート 
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自分のよいところに気付き，前向きな

気持ちで学習や活動に取り組もうとす

る心を育てたい。また，友達のよいとこ

ろに気付き，認め合ったり，高め合った

りしようとする態度を育てたい。 

目指す児童の姿 

研究構想 

成果と課題 

⾏動チャートを使って，適切な⾏動を引き出す環境づくり 

 取組を通して児童が自分に自信をもち，よい⾏動を進んでするようになったと感じる。また，友達

の頑張りに着目するようになり，一人ひとりのよさを認め合えるような関係を築くことができるよう

になってきた。けんかが起きたときも，以前よりも相手の考えを聞こうとしている。教師自身も児童

のよい⾏動を探すようになったり，前向きな⾔葉掛けが増えたりするなど意識が変わってきた。今後

もポジティブな⾏動⽀援の考え方を取り入れて，どのような取組ができるか考えていきたい。 

輝⾏動チャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
作成した⾏動チャートを基に，個々やクラスの⾏動

を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
輝チケット 

輝いている⾏動ができている児童に，教師から輝チ
ケットにメッセージを書いて渡す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

環境づくり 
〇 学年集会 
〇 ポジティブ⿊板メッセージ 
〇 自己紹介カード 
〇 ⾏動チャートの作成 
〇 ハッピーカードアルバム 
 
      日々の活動 
 〇 輝いていた人の発表（帰りの会） 
 〇 輝チケット 
 〇 ⾏動チャートを基に 
   →個々の振り返り 
   →クラスの振り返り 
 
 
 
       
 
学級活動「輝⾏動チャートをつくろう」 
① 輝いている⾏動とは何か話し合う。 
② 出された⾏動を全員で共有し，グル 

ーピングすることで，学級で⼤切にし
たい価値を決める。 

③ 輝いている⾏動を，学級で⼤切にし 
たい価値と場⾯に分けて整理し，⾏動
チャートを作る。 

学級活動「⾏動を振り返ろう」 
 輝⾏動チャートを基に，自分や学級の
⾏動を振り返る。 
学級活動「輝⾏動チャートを⾒直そう」 
 輝⾏動チャートを⾒直して，よりよい
ものを作る。 

児童の様子 
・ 「あまり変わってない気がする。」と不安そうな児

童が，できるようになったことがあることに気付き，
満足そうな表情をしていた。 

・ 「短い期間でも意識したらよくなるなぁ。」「〜が
みんな結構できるようになったよな。」と話題にする
ことがあった。 

児童の様子 
・ 休み時間などにチケットのことを友達と話してい

たり，よい⾏動をしている友達がいたら「チケット
がもらえるかもなあ。」と声を掛けていたりした。 

・ チケットをもらえたこと 
 で自信につながり，また同 
 じような場⾯にあったとき 

によい⾏動をしようとして 
いた。周りの児童も，どん 
な⾏動がよいのか分かり，  
まねをしていた。     

・ 自分で輝チケットを作り，友達に渡そうとする児
童も出てきた。        

適切な⾏動を具体的に表しているので
取り組みやすかった。児童が自分の成⻑に
気付きやすかった。 

友達の頑張りに気付き，友達のよいとこ
ろを認めることができるようになった。 

倉敷市⽴天城小学校 第６学年 

関連学習 

16



   

 

互いに存在を認め合い，互いに助け

合うことができる，調和のとれたクラ

スにしていきたい。適切な⾏動が増え，

自分たちで考えて動くことができる生

徒になってほしい。 

目指す生徒の姿 

研究構想 

成果と課題 

「ありがとう・よかったよカード」＆「リフレーミング」であったか学級づくり 

「ありがとう・よかったよカード」は，コミュニケーションツールの一つになり，日頃話すこと

がないクラスメイトにも気持ちを伝えることができ，互いを認め合うことにつながった。「リフレー

ミング」については，授業の時だけでなく，休み時間や部活動の時にも使おうとする姿も⾒られた

ことは一つの成果と言える。⻑期にわたり継続していくために，どう支援していけるかが課題であ

る。何より大きな成果は，教師自身も生徒に「ありがとう」「よかったよ」と伝え，良好な関係を築

くことができ，互いに居心地のよいクラスになってきたことを日々実感しているところである。 

★ありがとう・よかったよカード 

 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★世界を変える︕リフレーミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目の前の事しか⾒えない

後先考えない 

熱⼼︕集中できる︕ 

やる気がある︕ 

こつこつするのが苦手 ⾏動が起こしやすい︕ 

ネガティブ 物事を深く考えられる︕ 

 

生徒の感想より 

自己紹介カード 

カラー写真を使って⾒栄えよく
掲示。本人の持ち味を発揮できるよ
うなポーズで，ハイ，チーズ☆ 

★ありがとう・よかったよカード 

どこかでだれかが⾒てくれてい
る。友達のよいところを探して渡し
てみよう。「ありがとう」「よかった
よ」がクラスに広がる。 

★世界を変える︕リフレーミング 

⾒⽅や考え⽅を変えてみる。 
すると･･･ 
マイナスだと思っている部分も

自分の持ち味に変身。自分も相手も
リフレーミング 
によって温かい 
気持ちになれる。 

今日のピカイチ 

毎日帰りの会で，その日キラリ
と輝いていた人を日直が発表︕ 
みんなで拍手☆ 

互いに認め合い，適切な⾏動が 
クラスに増える。 
あったかクラスのできあがり︕ 

5 ⽉から取組開始︕ 
まずは4⽉の1カ⽉を振

り返って友達のよかった
ところを探してみる。 

 
クラス全員に⾏き渡り，

スタート 

1 人 10 枚で表彰・クラス１００枚でご褒美を目標に 

☆ 進んでよいことをしようとする人が増加 
☆ 意外な人からのカードに驚き，そして喜び 
☆ 先生から生徒に，生徒から先生に 
☆ 学級委員が学期末にクラス全員に 
⇒いつしか 2 年 1 組のコミュニケーションツールに 

☆ リフレーミングをした人も、された人もとて
も気持ちよくなれた。 

☆ マイナス面だと思っていたことも持ち味に
変わり，前向きになれた。 

☆ 今まで苦手だと思っていた人とも仲よくで
きそうな気がしてきた。 

倉敷市⽴福田南中学校 第２学年 

まずは例題でリフレーミングの練習︕ 
続いて，自分のマイナス面をみんなでリフレーミング 

リフレーミング 
してみると… 

単なる語句の言い換
えではなく，相手を思う
気持ちがポイント︕ 

クラスも軌道に乗ってきた 9 ⽉に，さらにクラス
を温かくするために授業を実施。 
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具体的な⾒通しをもち、⾃他のよさ

や違いを認め、共有することで，クラ

ス目標【和】の意味である「①おだや

かに ②仲良く ③合わせる」ことの

できる生徒を育てる。 

研究構想 

成果と課題 

⾏動チャートを活⽤し，【和】を⼤切にしたクラスづくり 

周りの意⾒に左右されず，⾃分の意⾒を伝えることができる生徒が増えてきた。学級活動では，

進んでグループのリーダーになって発表しようとする生徒も増えている。これは⾃他のよさや違い

を認める活動を繰り返し⾏うことで，クラスに「和」を⼤切にした雰囲気が現れてきたからだと考

えられる。また，学級会で⾏事ごとに⾏動チャートを作成することにより，クラスの一員として，

積極的によりよいものにしようという⾏動が⾒られるようになった。具体的な⾒通しをもち，⾃他

のよさや違いを認めることができる生徒を育てるための活動をこれからも継続していきたい。  

倉敷市⽴多津美中学校 第２学年 目指す生徒の姿 

○ 環境づくり 

 

 

 

 

 

自他のよさや違いを認め、共有する 
 

 

 

 

 

 

 

○ 関連学習 
 

 

 

 

 

自他のよさや違いを認め， 

共有する具体的な⾒通しをもつ 

・ 学級目標作り＆掲示 
・ Good behavior の発表＆掲示 
・ よいとこ探し（⾏事ごと） 
・ ⾏事ごとの⾏動チャート，振り

返りや写真の掲示 
・ クラスの雰囲気グラフの掲示 

・ 仲間づくり（グループワーク） 
・ ⾔葉の使い⽅（LINE を通して） 
★ 「和」を⼤切にした 

⾏動チャートづくり 
・ スケーリング＆振り返り 

「和」を⼤切にしようとする 
みんなの想い 

その想いを伝えるには︖ 

 

⾏動（形にして）で表そう︕ 

 

どんな⾏動で伝わる︖どんな⾏動がステキ︖ 

⾏事ごとの「和」を⼤切にした⾏動を考えよう︕ 

 

★学級活動 

「クラス目標と神⼾研修の目的を踏まえて、神⼾研修 

 のステキな⾏動を考えよう」 

 

 

 

 

 

 

Point!! 
○ 「〜しない」ではなく「〜する」というプラスの

表現にする。 
○ 達成率の目標を 70％（good） 

50％（better)30％(best)の３ 
段階に設定する。 

○ 「できないといけない」ルー 
ルではなく，「できたらステキ」 
なモデルとして⾏動チャートを作成する。 
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思いやりの気持ちをもって他者と能動

的かつ適切に関わることができ，関係を

広げたり深めたりすることができる生徒

の育成を目指す。 

研究構想 

成果と課題 

PBIS を活用したソーシャルスキルトレーニング 

ソーシャルスキルトレーニングを進めていく中で，「親しき仲にも礼儀は⼤切だ」，「きちんと関

わる方法を知ることで関わることが楽しくなった」など，ポジティブな発言や感想が増えてきた。

また，hyper-QU を⾒ると，配慮をもって積極的に関わろうとする生徒が 1.91 倍に増えていた。

PBIS を活用することで，生徒の望ましい⾏動を無理なく引き出し，育てることができたと思う。

今後は，学級経営，生徒指導，道徳など，様々な場面において PBIS の活用を模索していきたい。 

★学級活動『ステキな⾏動のデモムービーをつくろう』 

○ ステキな⾏動チャートを使って，学級で⼤切にし
たい価値とそれを実現するための⾏動を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
○ 班でステキな⾏動の具体的な場面を考えさせ，役

割分担，練習，発表（撮影）をさせる。 
 ・ ポジティブな⾏動にだけ着目させる。 
 ・ 発表に対して担任や生徒が賞賛の拍手を送る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ ステキな⾏動を⽇常生活でどれだけ実践できたか

を記録したり，デモムービーを視聴したりして振り
返る。 

 ・ ステキな⾏動が実践できた生徒を賞賛する。 
 ・ デモムービー視聴を通して，達成感や自己肯定

感を高め，メタ認知を鍛える。 
 
 
 
 
 
 

 
適切な⾏動を
⾏うきっかけ 

ステキな⾏動チャートづくり 

  
 
 

適切な⾏動が
繰り返される

支援 

・ 話合いの方法（4 月） 
・ あいさつ（５月） 
・ 上手な説明の仕方（5 月） 
・ よさを⾒つける（６月） 
・ あたたかい言葉かけ（７月） 
★ ステキな⾏動のデモムービー

をつくろう（１０月） 

ソーシャルスキルトレーニング 

ステキな⾏動実践シート 
振り返り 

データによる研究・評価 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

適切な⾏動を⾏うきっかけ 

    
 
 

適切な⾏動が繰り返される支援 

倉敷市⽴下津井中学校 第２学年 目指す生徒の姿 

hyper-QU（ソーシャルスキル）結果 

5 月 10 月 

 

    
 
 

適切な⾏動が繰り返される支援 

配慮・関わり 
アップ︕ 

1.91 倍 
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好循環を 
生み出す 

   

 

適切な⾏動に着目し，他者の⾏動を認

める活動を通して，そのよさに気付き，

意欲的に適切な⾏動をすることができ

る生徒を育てたい。 

研究構想 

成果と課題 

SW（スクールワイド）PBIS への取組 

「前向きになる⾔葉を使うこと」「適切な⾏動を⾒つけようとすること」で，生徒同⼠や生徒と教

師の関係が良好になり，適切な⾏動が増加しているように感じる。⼀⽅で，指導が必要な場⾯では

どのような⾔葉掛けをすればよいのか⼾惑う場⾯も⾒られた。失敗を指摘するような⾔葉掛けを減

らし，理想とする姿の提⽰や「今の姿でよいのか」を問い掛けるなど，失敗しても，「自分は期待さ

れている」という実感が得られるような支援の工夫を続けたい。 

教職員の共通理解を図る 
 

４・6 月の研修内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の研修前には，Good Behavior カードの利⽤に

ついてのアンケート結果（生徒・教職員）を⽰したこ

とで，この取組への負担感が軽減できたのではないか

と考える。 

また，職員室では，生徒のよいところに焦点を当て

た会話が増え，雰囲気が明るくなっていったと感じる。 
 
被災後の生徒たちは… 

 順調に学校生活への満足感が高まっていた中での被

災により，満足感が下がってしまった。 

しかし，生徒から「Good Behavior カードの再発⾏

はありますか︖」と⾔われた。困難な状況下で，生徒

が⼀学期の取組を覚えていてくれたこと，その効果を

期待してくれた⾔葉にうれしさを感じた。 

PBIS の効果について研修し，共
通理解を図る。（教師） 

○ よいところ・できているところ
に着目した取組を⾏う。 

（生徒―生徒，教師―生徒） 
○ 適切な⾏動を強化する取組を

⾏う。     （教師―生徒） 
○ 適切な⾏動を引き出す環境づ

くりを⾏う。     （教師） 

他者を傷つける⾏動をする生徒
の減少 

倉敷市⽴真備中学校 目指す生徒の姿 

他者の適切な⾏動を認めるよさ
に気付く生徒の増加 

４月 PBIS についての教職員研修 
５月 宿泊研修におけるよいところ探し，班⻑会の活⽤，担任から生徒へ「ステキカード」〔1 年〕 
   広島平和学習ルール・マナーにおけるリフレーミング（「〜しない」→「〜しよう」）〔２年〕 

修学旅⾏での生徒間での Good Behavior カード〔３年〕 
６月 PBIS（理論的背景・事例紹介等）についての再研修（人権教育推進室 松本⼀郎室⻑） 

Good Behavior カード設置場所の増加 
 
（7 月 ⻄日本豪雨による被災） 
 
10 月 帰りの会で「⼀日のありがとう」〔1 年〕 

「ステキ発⾒カード」，「ハッピークローバー」の実施〔2 年〕 
「I LOVE MY CLASS」の実施〔３年〕 

・ PBIS の紹介 
・ PBIS から考えられる研究仮説の紹介 
・ 具体的な取組の提⽰ 
・ 研究にあたっての心構えの確認 
・ 仮説⽴証に向けて考えられる問題点の Q&A 紹介 
・ 取組と研究のつながりについての紹介 
・ アセスの⾒⽅と活⽤法の紹介 
・ 学校の生徒指導の柱とすることの周知 
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本冊子のデータファイル及び関連する学習指導案等のデータファイルは， 

倉敷市ホームページと倉敷市教育委員会情報共有システムに登録されています。 

必要に応じてダウンロードしてお使いください。 

 

倉敷市ホームページ 

…本冊子のデータファイル 

 

倉敷市＞市の組織＞教育委員会＞人権教育推進室＞人権教育実践資料＞ 

http://www.city.kurashiki.okayama.jp/30449.htm 

 

人権教育実践資料４ ポジティブな⾏動⽀援によるいじめの未然防⽌ 

 

 

倉敷市教育委員会情報共有システム 

…本冊子のデータファイル，関連する学習指導案のデータファイル 

 

広場に⾏こう！＞3 様式・事務手引の広場＞様式・事務手引のキャビネット＞ 

002-1 人権教育推進室（指導資料）＞ 

004 人権教育実践資料４ ポジティブな⾏動⽀援によるいじめの未然防⽌＞ 

 

00 人権教育実践資料４ ポジティブな⾏動⽀援によるいじめの未然防⽌ 

01 万寿小    第１学年「⾃分や友達のよさを実感して，ポジティブな⾏動へ」 

02 赤崎小    第４学年「『ありがとう』で心もクラスも笑顔いっぱい」 

03 船穂小    第４学年「すてきな⾏動の可視化〜みんなで作って，みんなで確認〜」 

04 第二福田小  第５学年「スケーリングとエンジェルハートで楽しい学級づくり」 

05 上成小    第５学年「学級⼒でピカピカに！⾃分たちを磨こう！輝こう！」 

06 天城小    第６学年「⾏動チャートを使って，適切な⾏動を引き出す環境づくり」 

07 福田南中   第２学年「『ありがとう・よかったよカード』＆『リフレーミング』であったか学級づくり」 

08 多津美中   第２学年「⾏動チャートを活⽤し，【和】を⼤切にしたクラスづくり」 

09 下津井中   第２学年「PBIS を活⽤したソーシャルスキルトレーニング」 

10 真備中    学校全体「SW（スクールワイド）PBIS への取組」 
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平成３０年度人権教育課題研究委員

万寿小学校 三宅 未来 第二福田小学校 光畑 俊輝

天城小学校 小野 詔子 赤崎小学校 鈴木 麻衣

上成小学校 岡野 洋次 船穂小学校 金平 健太

多津美中学校 和田 歩 福田南中学校 野口 正行

下津井中学校 浅沼 雄太 真備中学校 熊澤 宏紀

人権教育課題研究事業について

学校教育に関わりの深い人権課題について実践的研究を進め，その成果を倉敷市内の
各学校園に広げることにより，倉敷市の学校園人権教育の推進に生かすことを目的に，
平成17年度より実施しています。

人権教育実践資料４ ポジティブな行動支援によるいじめの未然防止

倉敷市教育委員会 学校教育部指導課 ＴＥＬ 086-426-3831
人権教育推進室 ＴＥＬ 086-426-3803

本資料は，学校園における実践に活用できるように，10名の人権教育課題研究委員の
研究実践を基に作成したものです。


